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［成果情報名］凍結乾燥法は家畜ふん堆肥の品質評価において好ましい前処理である

［要約］家畜ふん堆肥を凍結乾燥法により処理すれば、加熱乾燥法よりアンモニアや低級

脂肪酸の損失が少ない。コマツナ発芽試験法においても未乾燥試料に近い生育阻害結果が

得られるため、凍結乾燥法は堆肥の品質評価において有効な前処理法である。
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［背景・ねらい］

一般に、家畜ふん堆肥の品質を評価する場合、 ～ ℃で乾燥させた試料または風乾40 50

物が用いられている。乾燥中に揮発しやすい成分の分析については非乾燥試料を用いるこ

とが推奨されているが、試料保存の難しさや成分の不均一性の点で問題がある。一方、凍

結乾燥法は一般に試料乾燥中の成分変化が小さいので、堆肥を分析する場合に有効な前処

理となる可能性がある。そこで、堆肥の揮発性成分の保持や植物に対する安全性評価にお

いて、加熱乾燥法と比較した場合の凍結乾燥法の優位性を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１． ℃の加熱乾燥法で、豚、牛および鶏のふん並びにそれぞれの堆肥を乾燥すると、50

アンモニア、低級脂肪酸ともに著しく減少する。しかし、凍結乾燥法では 成分とも2

非乾燥試料とほぼ同等の測定値が得られる （図１）。

２．家畜ふんおよび堆肥の成分を水で抽出し、コマツナの発芽試験を行うと、加熱乾燥試

料は非乾燥試料より根が伸長し、生育阻害が小さく評価される場合が多い。凍結乾燥

試料では、加熱乾燥試料より阻害が大きく、非乾燥試料に近い結果が得られる （図。

２）

３．コマツナの発芽試験において、根の伸張阻害の大きい抽出液はＥＣや低級脂肪酸が高

い傾向がみられ、これらが阻害要因の一部となっている可能性がある （表１）。

４．以上より、揮発性の高いアンモニアや低級脂肪酸を保持するための堆肥の乾燥法とし

て、凍結乾燥法が有効である。凍結乾燥物を粉砕すれば、成分が均一な試料が得られ

るとともに、容量が少なくなり保存が容易となる。さらに、加熱乾燥により損失する

成分は、植物の安全性評価や肥効評価などに影響するため、凍結乾燥法は堆肥の品質

評価上好ましい前処理法である。

［成果の活用面・留意点］

１．著しくアンモニア含量の高い試料（乾物当たり ％以上）においては、凍結乾燥法0.8

によっても多少のアンモニアの減少を招く場合があるので、精密な測定値を要する場

合は非乾燥試料を分析することが望ましい。
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図２ 家畜ふん堆肥の乾燥法の違いがコマツナ発芽試験の結果に及ぼす影響

乾物試料の50倍量の蒸留水で抽出した液をシャーレに入れてコマツナを播種して20℃におき、

5日後に根長を測定した。データは、対照（蒸留水のみ）の根長を100とした場合の根長の比を示す。
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図１ 家畜ふん堆肥の乾燥法の違いが成分含量に及ぼす影響

直径7cmシャーレに試料30gを入れ、凍結乾燥（凍結乾燥機を用いて凍結試料を24時間減圧下で乾燥）または

加熱乾燥（送風定温乾燥機を用いて50℃で48時間乾燥）を行い、粉砕した試料を用いた（図２、表１も同じ 。）

非乾燥試料の成分量は乾物当たりに換算した。

凍結乾燥：▲豚、●牛、■鶏；加熱乾燥：△豚、○牛、□鶏（いずれも、ふんまたはその堆肥）
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表１ コマツナ発芽試験（図２）に用いた堆肥のＥＣおよび低級脂肪酸含量

試料 EC(mS/cm） 低級脂肪酸（乾物当たり％）
非乾燥 凍結乾燥 加熱乾燥 非乾燥 凍結乾燥 加熱乾燥

牛ふん 1.38 1.13 0.66 0.84 0.78 0.09
牛ふん堆肥 2.61 2.59 2.49 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05
豚ぷん 2.20 2.21 1.54 5.06 4.41 2.47
豚ぷん堆肥 1.66 1.21 1.00 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05
鶏ふん堆肥 2.26 2.22 1.99 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05


